
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　年　月　日
　教育委員会教育長 殿

　　　　　　　　     北海道自然史研究会　 会長　川辺百樹
事務局局長　渡辺 修

研究報告誌掲載論文の電子化と自然史アーカイヴへの格納・公開についてのお願い

　謹啓　盛夏の候　貴職におかれましてはご清栄のことと心からお慶び申し上げます。

北海道自然史研究会は、自然史系学芸員を中心に北海道内の自然史に関するネットワークづくりのために1993年に立ち上げられた研究会です（別紙参照）。現在、道内の自然史情報を集積し広く公開することで、自然史研究をより活発するとともに、市民の自然史への関心を高めたいと、取り組みを始めているところです。

現在、各方面において、学術論文や各種調査報告などを学校教育関係者等が利活用しやすくするために、電子化してインターネット上での検索が容易な形でアーカイヴ（書庫）に格納されることが多くなっています。しかし、北海道内の自然環境に関する報告で、このような形になっているものは非常に限られているのが現状です。これは、道内の市町村立博物館・郷土館においては、地域の自然環境に関する貴重な研究が行なわれ、研究報告等で発表がなされているにも関わらず、各館単体ではこれらの論文を電子化しウェブ上のデータベースに格納するための費用や労力が十分確保できないことに主な要因があると考えております。

北海道自然史研究会では、道内各館の学芸員が連携し、これらの作業を効率的に進めることで、学校教育や地域学習への貢献をして参りたいと考えております。そして各市町村の自然環境や取り組みを広く発信する一助にもなればと思っております。

つきましては、貴職の管轄する施設において発行されている研究報告誌に掲載されている論文の電子化と、研究会の構築する自然史アーカイヴへの格納・公開にご理解とご協力くださいますうお願い申し上げます

これを進めるにあたっては、以下のことに配慮して行います。
　　①論文著作権所有者に許諾を得、権利に十分配慮すること
　　②電子化したファイルは著作権者・発行元を明示すること。
　　③電子化したファイルは閲覧者に無償提供し、営利に用いないこと。
　　④電子化・アーカイヴへの格納の費用については当研究会で負担するものとすること。
　なにとぞ、ご検討・ご協力よろしくお願いいたします。

ご不明な点につきましては、下記の当研究会事務局までお問い合わせください。なお、ご承諾の上は、別紙添付の承諾書にご記入いただき、返送下さいますようお願い申し上げます。


別紙

承　諾　書

北海道自然史研究会 殿

　研究報告誌「上士幌町ひがし大雪博物館研究報告」の掲載論文の電子化と自然史アーカイヴへの格納・公開に協力することを承諾します。

　　但し、下記項目に則するものとする。

記

　①論文著作権所有者に許諾を得、権利に十分配慮すること

②電子化したファイルは著作権者・発行元を明示すること。

③電子化したファイルは閲覧者に無償提供し、営利に用いないこと。
　④電子化・アーカイヴへの格納の費用については貴研究会で負担するものとすること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

平成　　年　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育委員会教育長　　印


団体等の概要

１団体名
北海道自然史研究会

２代表者
会長　川辺百樹（前ひがし大雪博物館）

E-mail: momoki@plum.ocn.ne.jp

３所在・連絡先
事務局（事務局長：渡辺 修）

〒004－0051札幌市厚別区厚別中央1条7丁目1-45山岸ビル3階
TEL: 011－892－5306　FAX: 011－892－5318

E-mail: n-h@cho.co.jp 　Web-site: http://www.cho.co.jp/natural-h/

４ 組織・構成員　　
会員数　126名（2009年度）

会長
川辺百樹（元上士幌町立ひがし大雪博物館）
副会長
古沢　仁（札幌市博物館活動センター）
理事
浦　巧
（石狩南高校）
理事　　大原昌宏（北海道大学総合博物館）
理事
小宮山英重（野生鮭研究所）
理事
齋藤和範（旭川大学地域研究所）
理事　　志賀健司（いしかり砂丘の風資料館）
理事　　持田　誠（北海道大学総合博物館）

監事　　内藤華子（石狩海浜植物保護センター）

監事
山崎真実（札幌市博物館活動センター）
事務局長　渡辺　修（さっぽろ自然調査館）
事務局次長　丹羽真一（さっぽろ自然調査館）

５ 沿革
1993年2月設立  （活動歴　17年）

1994年1月　第1回研究会開催（北海道開拓記念館）
2004年3月　会員メーリングリスト開始

2010年2月　ウェブサイト準備室開設　2009年度研究会開催

６ 目的及び

    活動内容
・各構成員が連携することで、自然史研究の発展を促進する。

・自然史研究の発展を通して、北海道の自然の未解明な部分に光を当てる。

・研究成果や各構成員の専門知識・経験・技能を生かし、自然保護・環境教育に寄与する。

７ 主な活動実績
　年１回程度研究集会を道内各地で開催し、自然史研究の成果の発表、各種環境問題に関する議論、会員間の情報交換を行なっている。また、その地域の自然に関心のある一般の方にも参加できるように研究集会をシンポジウム形式とする場合もある。またメーリングリストで道内の自然史情報、市民向け行事などの情報共有を図っている。2009年度は2010年2月27日に札幌市博物館活動センターにおいて集会・講演会を開催し、約100名の会員・市民が参加した。

８　備考
「北海道自然史研究会」は、自然史系学芸員を中心に北海道内の自然史に関するネットワークづくりのために1993年に立ち上げられた。北海道の自然に関心があれば誰でも参加可能で、幅広い層の共同による自然史研究の発展とその成果の普及を目指している。

北海道自然史研究会　� HYPERLINK http://www.cho.co.jp/natural-h/ ��http://www.cho.co.jp/natural-h/�


〒004-0051 札幌市厚別区厚別中央1条7丁目1-45　山岸ビル3階


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さっぽろ自然調査館内研究会事務局


Tel: 011-892-5306　Fax:　011-892-5318　 Mail: n-h@cho.co.jp











※今年度の事業は、北海道新聞野生生物基金の助成等を受けて実施しています。









